
 

 

令和７年度 第１回 富塚小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和７年４月２４日（木） １３時３０分～１５時１５分 

２ 開 催 場 所  富塚小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  吉原 忍、鈴木 秀俊、萩原 孝英、マイヤーズ フランシス、鈴木 佐知、 

甲斐 進一、平出 裕美子、鈴木 敦子 

４ 欠 席 委 員  久保田 智彦 

５ オブザーバー  柴田 功洋（富塚協働センター）、小楠 佳子（地域代表） 

６ 学 校  村松 一彦（校長）、古宮 康子（教頭）、池内 伸彰（教務主任）、 

新田 久美子（ＣＳディレクター） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 新田 久美子 

９ 議長の選出 

  司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、鈴木秀俊委員が、本日の議長を務める

ことを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

 

10 協 議 事 項 

（１） 今年度の学校運営基本方針について 

（２） いじめ防止等のための基本的な方針について 

（３） 学校運営協議会の自己評価について 

（４） 夢育やらまいか事業に対する意見書について 

 

11 会 議 記 録 

  司会から、委員総数９人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立している

旨の報告があった。 

 

（１） 今年度の学校運営基本方針について 

   議長の指示により、校長から、資料に基づき今年度の学校運営基本方針について説明があり、委員

からは以下の発言があった。 

 ・浜松市が提示した方針を基に学校運営基本方針が作られているなら、すべての学校が同じような方

針になると思うが、富塚小独自のものは何かあるのか。（萩原委員） 

→本校では、学びに向かう姿勢ということを大事にしている。主体的に学ぶことが、将来にわたっ

て役に立つと考えている。（校長） 

・主体性、主体的という言葉がよく出てくるので、これらを大事にされていることが理解できた。 

（萩原委員） 

 



 

 

 ・挨拶については、今年度はどのように指導していくのか。（鈴木秀俊委員） 

  →子供たちには挨拶も含めた言葉遣いについて、優しい言葉遣いをする、ふわふわ言葉を使う、人

を嫌な気持ちにさせる言葉を使わないなどの話をしている。（校長） 

・先程の授業参観で、児童の席を教室の中央に向かって配置しているクラスがあった。担任の考えで

席の配置を変えたりしているのか。（吉原会長） 

  →その通り。（校長） 

 ・担任の先生以外にもう一人先生がいるクラスがあったが、どのような役割の方なのか。（吉原会長） 

  →スクールヘルパー。本校では、スクールヘルパー２名、学習支援員１名などの会計年度職員が、

クラスに入って支援を行っている。（校長） 

 ・スクールヘルパーの方々は決まったクラスに専属しているのか。また、個別の子供につくのか。（鈴

木佐知委員） 

  →決まったクラスに専属するということではなく、いろいろなクラスに必要に応じて入っている。

決まった子供についているということもない。（校長） 

 ・（校長より補足説明）本校は今年度、交通安全推進モデル校となっており、交通安全について特に力

を入れていきたいと考えている。様々な企画があり、交通安全教室はいつもより規模が大きなもの

になる予定。 

 

  協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（２） いじめ防止等のための基本的な方針について 

   議長の指示により、校長から、別紙資料に基づきいじめ防止等のための基本的な方針について説明

があり、委員からは以下の発言があった。 

 ・いじめの未然防止について、６月の「命について考える日」に富塚小では校長先生が講話をされる

ようだが、この講話を私たちが聞くことは可能か。（吉原会長） 

  →聞きに来ていただいても構わない。（校長） 

 ・いじめ対策コーディネーターはどんな方が担当されているのか。（鈴木秀俊委員） 

  →今年度は生徒指導主任が担当している。（校長） 

 ・いじめ対策委員会の会議録は誰が見ることができるのか。ＰＴＡや学校運営協議会が連携して対応

する場合などに公開されることはあるのか。（鈴木秀俊委員） 

  →個人名なども入っているため公開することはなかなか難しい。もし公開するのであれば個人名を

伏せるなどの対応が必要であると思う。（校長） 

 

  協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（３） 学校運営協議会の自己評価について 

  議長の指示により、会長から、資料に基づき学校運営協議会の自己評価について説明があった。 

 



 

 

（４） 夢育やらまいか事業に対する意見書について 

議長の指示により、教頭から、資料に基づき夢育やらまいか事業に対する意見書について説明があ

った。 

 

  協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

 オブザーバーからは以下の発言があった。 

 ・この度協議会に初めて参加させていただき様子を知ることができた。協働センターとして力になれ

ることがあればよいと思う。（富塚協働センター 柴田所長） 

 ・昔、富塚小ではＴ＆Ｔやウサギさんかカメさんを選べる授業などをやっていた。これからはより子

供の意思を中心とした学びになっていくと感じた。最近は男性の先生が増えていて、特に高学年の

子供たちにとってよいことだと思う。（小楠さん） 

 

 その他の報告事項等 

司会から、次回会議は、令和７年７月４日（金）１４時００分から富塚小学校会議室で開催する旨

の報告があった。 


